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チしていくと良いかを
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にもなれる
し、秀でた有益なるインテリゲンチア
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（知識人）にもなれるのであります。いずれになるかは、皆さん
方各人の自由意思の発動
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しだいであります。ですから、この四年間、願わくは全員、良心に基づいた学
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の創立者であり
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、創造者である
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について、サンマルコス大学の副総長と話しあったさい、副
総長は、次の二点を述べておりました。／その第一点は、対話が絶えず行われなければならない
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こと、
第二点として、学生が責任をもって大学諸行事に参画できうる体制を講ずべき

















































































ちが、佐藤栄作総理の海外訪問を阻止しようとしたことがありました（1967 年 10 月）。それを
受けて、当時売れっ子の評論家で、藤原弘達という明治大学教授は、「ただの反社会的な集団に
よる気違いじみた
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、子供じみた暴動
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でしかない。社会的な背景も原因もとぼしい百姓一揆以前の
ものだ」と述べています（7）。また、歴史学者で京都大学教授の会田雄次は、「こんな異常児
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でなければならない」（9）。さきほど挙げたような学
者たちが、教員と学生との間に上下関係を見ていたことを、大熊ははっきりと見抜いていました。
（5）岡本成蹊「学生活動家に与う」、『自由』1967 年 12 月号、24 ページ。
（6）桶谷繁雄「学生対策を叱る」、『自由』1968 年 11 月号、42 ページ。
（7）池田諭「生命を賭けた師弟関係の提唱」、『現代の眼』1967 年 12 月号、112 ページを参照。
（8）同上、112 ページを参照。
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、南原総長が
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『人間革命
4 4 4 4
』の大切さを述べたことを知ると
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、喜びを隠せな
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、社会の繁栄も
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、世界の平和も
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、根本である人間の変革から始まるという
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、思索の結論であっ














（13）池田大作『新・人間革命』第 14 巻、聖教ワイド文庫、2007 年、87-88 ページ。



















































本田喜代治（1946 年 8 月）、林広吉、鈴木成高（同 9 月）、中村哲、金子武蔵（同 10 月）、西谷
啓治、田中美知太郎（1947 年 1 月）、清水幾太郎（同 2 月）、下村寅太郎、片山正直、恒藤恭、
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、人間の尊厳の樹立という一点を失って




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
品に甘んずる人間をつくりだしてきた
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に関する説明をところどころで行っているが、その際に筆者の念
頭にはとくにガダマーとスキナーの方法論があった。筆者の概括の仕方では不十分な面も多々あ
ると思われるので、こうした方法論の問題に関心のある方は、詳しくは以下の書籍を参照された
い。H-G・ガダマー『真理と方法』（I～III）轡田収・巻田悦郎・三浦國泰ほか訳、法政大学出版
局、1986-2012 年。および、クェンティン・スキナー『思想史とはなにか―意味とコンテクス
ト』半澤孝麿・加藤節編訳、岩波書店、1990 年。
（23）同上、220 ページ。
